
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
五
号

二
〇
〇
一
年
三
月

正
倉

院
文
書

写
経
機

関
関
係
文
書
編
年

目
録

-
天
平
十
二
年

・
天
平
十
三
年
-

有

富

純

也

一

は
じ
め
に

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
に
お
け
る
石
上
英

一
先
生

の
ゼ
ミ
で
は
、

こ
の
七
年
間
、
大
規
模
史
料
群
の
整
理
法

の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
正
倉
院
文
書

の
写
経
機
関
関
係
文
書
の
編
年
整
理
を
行

っ
て
き
た
。
本
目
録
は
、
そ
の
成
果
を

ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
号
で
は
、
第
三
号

・
第
四
号
に
引
き
続
き
、
天
平
十
二
年

(七
四
〇
)
及
び

天
平
十
三
年

(七
四

一
)
の
目
録
を
掲
載
す
る
。

二

凡
例

・
文
書
に
番
号
を
付
す
際
、
特
に
多
く
の
継
文
の
場
合
、
階
層
性
を
も
た
せ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
単
体
の
文
書
が
集
合

し
て

一
つ
の
継
文
を
構
成
し
て
い
る
場

合
、
継
文
ご
と
に

一
つ
の
番
号
を
立
て
、
さ
ら
に
そ
の
継
文
の
中
の
文
書
に
も

枝
番
号
を
付
し
て
い
る
。

・
文
書
名
は
、
『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
の
そ
れ
を
原
則
と
し
て
採
用
し

て
い
る
が
、
私
見
に
よ
り
適
当
と
考
え
た
も
の
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

・
年
月
日
の
項
で
、
某
年
某
月
某
日
作
成
と
あ
る
の
は
、
そ
の
文
書
全
体
の
作
成

年
月
日
が
特
定
で
き
る
も
の
で
、
某
年
某
月
某
日
～
某
年
某
月
某
日
と
あ
る
の

は
、
作
成
年
月
日
が
特
定
で
き
な

い
場
合
に
、
そ
の
記
載
対
象
年
月
日
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
(

)
を
付
し
た
も
の
は
推
定

(た
だ
し
、
手
実
な

ど
に
お
い
て
、
そ
の
文
書
に
は
某
年
と
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
前
後
の
文
書

か
ら
ほ
ぼ
確
実
に
作
成
さ
れ
た
年
が
決
定

で
き
る
場
合
、
推
定

で
あ

っ
て
も

(

)
は
付
さ
な
い
こ
と
と
す
る
)
。

・
作
成
ま
た
は
発
信
↓
受
信
で
は
、
案
文
の
場
合
に
も
、
皇
后
宮
職

(↓
図
書

寮
)
と
い
う
形
で
、
想
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
先
を
示
し
た
。
全
体
に

(

)

を
付
し
た
も
の
は
推
定
。

・
『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
に
お
け
る
所
在
は
、
原
則
と
し
て
巻
数
と
頁

数
の
み
を
記
し
た
。
な
お
、
『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
に
収
録
さ
れ
て

61



い
な

い
場
合
は

「未
収
」
と
し
た
。

・
文
書
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
S
＝
正
集
、
Z
＝
続
修
、
Z
K
＝
続
修
後
集
、
Z

B
＝
続
修
別
集
、
J
＝
塵
芥
、
Z
Z
＝
続
々
修
と
、
略
号
を
用
い
た
。
ま
た
流

出
文
書
の
う
ち
、
『正
倉
院
文
書
拾
遺
』
所
収

の
も
の
は
、
「拾
遺
」
と
し
た
。

断
簡
番
号
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『正
倉
院
文
書
目
録
』
の
も
の
を
採

用
し
、
ま
だ
こ
の
番
号
が
付
さ
れ
て

い
な

い
続
々
修
な
ど
に

つ
い
て
は
、
写
真

帳
に
お
け
る
紙
数
を
、
〈

〉
で
示
し
た
。

・
備
考
欄
に
は
、
端
裏
書
の
記
載
や
、
八
世
紀
当
時
お
よ
び
近
代
の
編
成
時
に
お

け
る
題
箋
軸
や
付
箋
の
情
報
な
ど
を
記
す
こ
と
と
し
た
。

三

天
平
十
二
年
の
写
経
事
業

・
写
経
所
文
書
の
概
観

天
平
十
二
年
の
写
経
所
文
書
は
、
の
ち
に
述
べ
る
北
大
家
写
経
所
啓

(目
録

8
)

の
例
外
を
除
き
、
正
月
か
ら
四
月
中
旬
ま
で
の
も
の
し
か
存
在
し
て
お
ら
ず
、

し
か
も
そ
の
多
く
は
五
月

一
日
経
の
写
経

・
校
経
手
実
継
文
で
占
め
ら
れ
て
い
る

(目
録
2
及
び
5
)。
ま
た
四
月
十
五
日
に
は
皇
后
宮
職
宛
て
に
写
経
記
録

(目
録

7
、
6
は
そ
の
案
文
)
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
写
経
事
業
に

一
応
の
区
切
り
が

つ

い
た
た
め
に
作
成
さ
れ
た
、
と
理
解
で
き
る
。
以
上
の
点
な
ど
か
ら
、
五
月
以
降

東
院
写

一
切
経
所
は
休
止
状
態
と
な
り
、
翌
年
閏
三
月
に
再
開
さ
れ
る
ま
で
写
経

事
業
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る

(た
だ
し
願
文
の
貼
り
付
け
は
七

月
二
十
七
日
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
)
〔皆
川

一
九
六
二
〕。

先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
五
月

一
日
経
関
係
以
外
の
文
書
で
は
、
北
大
家
写
経

所
啓
が
あ
る
。
当
文
書
は
、
皇
后
宮
職
系
写
経
所
以
外
で
写
経
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ
り
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

四

天
平
十
三
年
の
写
経
事
業

・
写
経
所
文
書
の
概
観

前
述
の
ご
と
く
、
五
月

一
日
経
写
経
事
業
は
天
平
十
二
年
四
月
こ
ろ
に
い
っ
た

ん
休
止
と
な

っ
た
が
、
天
平
十
三
年
閏
三
月
に
、
写
経
の
場
を
東
院
写

一
切
経
所

か
ら
福
壽
寺
写

一
切
経
所

へ
と
変
更
し
つ
つ
も
、
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
経

巻
検
注
注
文

・
経
巻
納
櫃
目
録
が
三
月
十

一
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
作
成
さ
れ

て
お
り

(目
録
2
～
11
)
、
再
開
の
準
備
は
三
月
こ
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

中
断
し
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
〔山
下

一
九
九
九
〕
は
以
下
の
よ
う
に
考
察

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
中
断
は
、
「
そ
の
あ
と
の
福
寿
寺

へ
の
移

転
も
含
め
て
、

一
連

の
動
き
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
」

(四
一
一

頁
)
と
述
べ
、
こ
の
約

一
年
間
の
休
止
期
間
中
に
、
「皇
后
宮
か
ら
福
寿
寺

へ
の
、

移
転
の
た
め
の
整
理
や
準
備
作
業
が
行
わ
れ
て
た
」
(三
八
頁
)
と
推
定
す
る
。

山
下
氏
は
、
「将
来
国
分
寺
と
な
る
べ
き
福
寿
寺
」
(四
二
六
頁
)
に

一
切
経
を
具

備
す
る
べ
く
、
東
院
写

一
切
経
所
で
の
写
経
を
計
画
的
に
打
ち
切
り
、
約

一
年
間

の
準
備
期
間
を
経
た
う
え
で
五
月

一
日
経
書
写
が
福
壽
寺
写

一
切
経
所
で
再
開
さ

れ
た
、
と
推
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
後

の
写
経
事
業
に
必
要
な
準
備
作
業
の

一
つ
で
あ
る
、
経
巻
検
定
注
文
や
経
巻
納
櫃
目
録
の
作
成
は
三
月
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
天
平
十
二
年
四
月
か
ら
天
平
十
三
年
三
月
ま
で
、
願
文
の
貼
り
付

け
以
外

の
写
経
事
業
は
完
全
に
休
止
し
て
お
り
、
「整
理
や
準
備
作
業
」
は
十
三

年
三
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
三
年
三
月
に
突
如
再
開
が
決
定
さ
れ

た
た
め
経
巻
検
定
注
文
や
経
巻
納
櫃
目
録
の
作
成
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
十

二
年
四
月
の
時
点
で
、
再
開
を
見
込
ん
だ
う
え
で
の
中
断
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
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い
と
、
こ
こ
で
は
推
測
し
て
お
く
。

写
経

・
校
経
手
実
は
、
現
在
塵
芥
文
書

に
収
め
ら
れ
、
文
書
自
体
破
損
し
て
い

る
も
の
が
多

い
が
、
閏
三
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
手
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る

(目
録
13
～
17
)
。

ま
た
、
六
月
二
十
三
日
か
ら
は
、
千
手
経

一
千
巻
の
書
写
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
手
実
で
は
、
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
文
書
が
残
存
し
て
お
り

(目
録

22

・
25
)、
充
紙
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
帳
簿
も
残

っ
て
い
る

(目
録
29
)。
こ

の
千
手
経
書
写
は
、
天
平
十
五
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
る

〔栄
原

一
九
八
四

a
〕。

十
四
年

・
十
五
年
に
お
け
る
千
手
経
写
経
事
業
に
関
し
て
は
、
前
号
を
参
照
さ
れ

た
い
。
そ
の
他
の
外
写
と
し
て
、
法
華
経
が
書
写
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
痕

跡
は
現
存
す
る
正
倉
院
文
書
中
に
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
古
来

小
僧
十

一
月
分

一
切
経
手
実
に

「外
写
法
花
経
二
巻
用
紙
廿
九
枚
…
」

(目
録
17

-
13
、
大
日
古
七
-
五
九
三
)
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
他
の
写
経
生
数
人
の
手
実

か
ら
も
そ
の
書
写
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
る
。

五

天
平
十
二
年
の
個
別
文
書
の
検
討

〔
1
〕
経
師
等
食
料
受
納
勘
注

(案
?
)

紙
背
の
写
経
司
月
食
料
案
帳
に
正
月
料

に
関
す
る
解
案
が
貼
り
継
が
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
覚
書
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
正
式
な
文
書
作
成
を
意
図
し
た
も
の

で
な

い
と
判
断
し
た
。
覚
書
が
反
故
と
な
り
、
二
月
分
月
食
料
申
請
解

へ
と
二
次

利
用
さ
れ
る
と
考
え
た

い
。

〔
2
〕
写

一
切
経
経
師
手
実
帳

〔継
文
の
形
式
〕
付
箋

の
存
在
か
ら
、
五
九
紙
と
六
〇
紙
は
成
巻
時
の
貼
り
継

ぎ
と
推
測
。
『正
倉
院
古
文
書
目
録
』

(奈
良
帝
室
博
物
館
正
倉
院
掛
、

一
九
二

九
)
は
そ
こ
で
分
割
し
て
掲
載
す
る
。
主
に
二
月
か
ら
四
月
上
番
ま
で
の
、
写
経

生
手
実
継
文
。

余
乙
虫
手
実

〔
2
-
41
〕
の
み
が
正
月
の
手
実
を
提
出
し
、
か
つ
、
二
月
分
と

三
月
分
の
あ
い
だ
に
挟
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
多
少
気
に
な
る
が
、
お
そ
ら
く
遅
れ

て
提
出
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
部
分
に
挿
入
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
紙
背
左
上
に

「上
番
」
と
あ
り
、
次
の
高
東
麻
呂
手
実

〔2
-
42
〕
の
紙
背
左
上
に
は

「三
月

上
番
」
と
あ
る
。

〔
6
〕
写
経
司
啓
案

・
〔
7
〕
写
経
司
啓

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
天
平
十
二
年
四
月
を
も

っ
て
五
月

一
日
経
は
い
っ
た

ん
休
止
す
る
。
よ
っ
て
そ
れ
以
前
の
書
写
目
録
が
こ
の
文
書
で
あ
る
が
、
不
審
な

点
も
あ
る
。
当
文
書
で
は
、
三
五
三

一
巻
の
書
写
が
終
わ

っ
て
い
る
と
す
る
が
、

再
開
時
の
納
櫃
目
録
で
は
、
天
平
十
三
年
三
月
十
九
日
付
で
、
三
五
〇
九
巻

(十

三
年
目
録
9
)
も
し
く
は
三
五
〇
〇
巻

(十
三
年
目
録
10
)
と
、
二
二
巻
な
い
し

三

一
巻
不
足
し
て
い
る
。
〔山
下

一
九
九
九
〕
は
、

一
切
経
の
納
櫃
に
と
も
な

っ

て
、
経
典
類

の
貸
し
出
し
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
度
納
櫃
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
新
写
経
典
の
所
在
が
固
定
さ
れ
る
の
で
、
貸
し
出
し
が
可
能
に
な
る
、

と
述
べ
る
。
ま
た
山
下
氏
は
、
十
二
年
と
十
三
年
の
経
巻
数
の
変
化
に
つ
い
て
、

「整
理
し
」
た
と
簡
潔
に
論
じ
て
い
る

(四
一
一

頁
)。

〔8
〕
北
大
家
写
経
所
啓

こ
の
文
書
に
つ
い
て
、
詳
し
く
検
討
し
た
も
の
に
、
〔山
本

一
九
八
〇
〕
・
〔栄

原

一
九
九
五
〕
が
あ
る
。
ま
ず
山
本
氏
は
、
差
出
名
が
某
家
写
経
所
で
な

い
こ
と
、

署
名
人
が
姓
名
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
人
が
自
家
の
家
主
に
出
し
た
文
書
で

あ
る
と
推
測
す
る
。
山
本
氏
の
見
解
は

一
定

の
説
得
力
を
も

つ
が
、
で
は
な
ぜ
こ

の
文
書
が
現
在
残
存
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
発
せ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
対
す
る
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山
本
氏
の
解
答
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
大
家
が
皇
后
宮
職
に
写

経
用
紫
紙
を
賜

っ
た
こ
と
が
あ
る

(大
日
古
二
ー

一
六
七
、
七
ー

一
七
六
な
ど
参

照
)
こ
と
か
ら
、
両
者
の
間
で
写
経
用
紙
と
反
故
文
書
の
交
換
が
あ

っ
た
こ
と
を

想
定
す
る
。
し
か
し
、
当
文
書
が
現
実

に
反
故
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
山
本
氏
の
見
解
に
は
や
や
難
が
あ
る
。

一
方
栄
原
氏
は
、
北
大
家
写
経
所

関
係
文
書
全
体
を
分
析
し
た
う
え
で
、
当
文
書
は
皇
后
宮
職

へ
と
送
ら
れ
た
と
考

え
て
お
り
、
首
肯
し
得
る
見
解
で
あ
る
が
、
山
本
氏
の
見
解
に
何
ら
反
論

・
批
判

し
て
い
な
い
点
は
不
満
が
残
る
。

よ

っ
て
二
つ
の
見
解

い
ず
れ
が
正
し

い
か
簡
単
に
は
決
め
か
ね
る
が
、
と
り
あ

え
ず
本
稿
で
は
皇
后
宮
職

へ
宛
て
ら
れ
た
文
書
と
推
測
し
、
後
考
を
侯
ち
た
い
。

六

天
平
十
三
年
の
個
別
文
書
の
検
討

〔1
〕
大
般
若
経
納
櫃
帳
断
簡

大
般
若
経
三
百
巻
卅
帙

に
関
す
る
断
簡
。
中
断

の
前
後
に
五
月

一
日
経
は
大
般

若
経
の
書
写
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら

〔栄
原

一
九
八
五
〕、
五
月

一
日
経
関
係

の
大
般
若
経
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
再
開
に
先
立

っ
て
の
、
経
巻
整
理
に
お
い

て
用
い
ら
れ
た
文
書
で
あ
ろ
う
。

〔
2
〕
～

〔6
〕

一
切
経
経
巻
検
注

(
并出
入
)
注
文

い
ず
れ
も
、
櫃
と

一
体
と
な

っ
て
置
か
れ
、
そ
こ
か
ら
出
し
入
れ
す
る
度
に
記

入
さ
れ
て
い
っ
た
文
書
で
あ
ろ
う
。
続

々
修

一
五
-

一
の
中
の
文
書
で
あ
る
が
、

新
補
白
紙
が
挟
ま

っ
て
お
り
、
近
代
以
降
の
成
巻
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
文
書
が

い
つ
ま
で
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
か
見
極
め
る
の
は
難
し
い

が
、
奉
請
記
録
を
検
討
す
る
と
、
乙
櫃
文
書
＝

〔
3
〕
は
天
平
十
四
年
九
月
二
十

八
日
に
奉
請
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
時
点
ま
で
は
少
な
く
と
も
当
文

書
群
が
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

〔三
上
二
〇
〇
〇
〕
は
、
天
平
十
三
年
三
月
の
納
櫃
帳
と
天
平
十
四
年
十
二
月

の
納
櫃
帳
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
前
者
か
ら
後
者

へ
の
変
化
の
過
程
を
可
能
な
限

り
復
原
し
た
。
今
回
は
そ
れ
に
加
え
、
前
者

の
納
櫃
帳
は
漸
次
櫃
を
増
や
し
て

い
っ
た
も
の
の
、
そ
の
既
存

の
櫃
に
関
し
て
は
、
天
平
十
四
年
九
月
二
十
八
日
ま

で
変
化
せ
ず
、
そ
れ
以
降
に
大
幅
な
変
更
が
生
じ
て
、
天
平
十
四
年
十
二
月
の
納

櫃
帳
が
形
成
さ
れ
た
、
と
考
え
た
い
。

〔11
〕

一
切
経
経
巻
目
録

〔大
平

一
九
九
五
〕
は
、
大
日
古
に
お
い
て
天
平
勝
宝
三
年
に
類
収
さ
れ
て
い

る
写
経
目
録

(

一
二
-九
九
～
一
三

七
)
が
天
平
十
三
年

の
も

の
で
あ
る
と
論
じ

た
。
す
な
わ
ち
大
平
氏
に
よ
れ
ば
、
当
文
書
と

〔
8
〕
な
ど
に
お
け
る
、
甲

・
乙

・
丙
櫃
の
巻
数
記
載
が
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
当
文
書
を
天
平
十
三
年
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
考
察
し
た
。
大
平
氏
の
推
測
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
、
当
目
録

に
も
採
用
す
る
。

〔
13
〕
・
〔
14
〕
・
〔
15
〕
・
〔16
〕
・
〔17
〕
に
つ
い
て
は
、
杉
本
氏

の
原
本
調
査
を

も
と
に
し
た
詳
細
な
検
討
が
あ
り
、
復
原
試
案
に
関
し
て
は
す
べ
て
氏
の
研
究
に

依
拠
し
て
い
る
。

〔
13
〕
写

一
切
経
経
師
等
手
実

〔継
文
の
形
式
〕
ま
ず
閏
三
月
分
の
写
経
手
実
が
貼
り
継
が
れ
て
お
り

〔
13
-

1
〕、
そ
の
後
、
前
年
に
行
わ
れ
た
願
文

の
書
写
分
に
つ
い
て
の
、
天
平
十
二
年

七
月
二
十
八
日
文
書
が
続
き

〔13
-
2
〕、
さ
ら
に
四
月
分

の
写
経
手
実
が
貼
ら

れ
て
い
る

〔13
-
3
〕。
〔1

3
〕
が
作
成
さ
れ
た
の
ち
、
〔1

2
〕
に
記
さ
れ
た

作
業
量
分
に
つ
い
て
も
布
施
を
加
え
る
た
め
、
〔1

2
〕
が
さ
ら
に
貼
り
継
が
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
〔1

2
〕
は
、
十
二
年
の
写
経
所
休
止
の
た
め
支
払
わ
れ
て
い

な
か

っ
た
布
施
を
こ
こ
で
清
算
す
る
べ
く
、
閏
三
月
と
四
月
と
の
あ

い
だ
の
手
実
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に
差
し
込
ま
れ
た
形
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。

〔
18
〕
装
横
所
告
朔
帳

こ
こ
で
は
題
籔
の
記
載
を
尊
重
し
、
「装
満
所
告
朔
帳
」
と
い
う
文
書
名
を
採

用
す
る
。
装
潰
所
か
ら
福
壽
寺
写

一
切
経
所

へ
と
送
進
さ
れ
た
文
書
の
継
文
と
考

え
る
が
、
例
え
ば

〔
-
4
〕
の
よ
う
に
、
正
文
と
し
て
機
能
し
た
か
、
や
や
疑
問

の
残
る
文
書
も
あ
る
。
も
し
く
は
い
ず
れ
も
案
文
で
あ
り
、
装
満
所
で
保
管
さ
れ

続
け
た
継
文
が
何
ら
か
の
形
で
今
日
ま
で
伝
来
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

〔
21
〕
写

一
切
経
司
移

当
文
書
に
対
応
す
る
記
載
が
、
写
経
請
本
帳

(大
日
古
七
-
八
八
)
に
見
ら
れ

る
。
そ
の
記
載
及
び
当
文
書
に
よ
れ
ば
、
皇
后
宮
職
は
僧
玄
肪
に
注
維
摩
経
六
巻

・
大
孔
雀
王
経

一
巻

・
治
意
経

一
巻

・
劉
狗

経

一
巻

の
借
用
を
依
頼
、
そ
れ
ら
経

巻
は
写
経
司
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
写
経
司
か
ら
皇
后
宮
職

へ
と
搬
送
さ

れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
当
文
書
は
、
天
平
十
三
年
四
月
十
九
日
に
写

一

切
経
司
か
ら
皇
后
宮
職

へ
送
ら
れ
た
際
に
、
そ
の
経
巻
の
内
訳
を
記
し
て
付
さ
れ

た
も
の
。
当
文
書
に
関
す
る
詳
細
は
、
〔栄

原

一
九
九
四
〕
を
参
照
。
ま
た
栄
原

氏
は
、
写
経
司
=
写

一
切
経
司
は
内
裏
系

の
写
経
機
関
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〔
22
-

4
-
2
〕
桑
原
足
得
校
経
手
実

紙
背
に
大
日
古
未
収
の
楽
書
が
あ
り
、

こ
れ
が
福
壽
寺
写

一
切
経
所
の
初
見
史

料
と
考
え
ら
れ
て
い
る

〔栄
原

一
九
八
四
b
〕
。
栄
原
氏
は
表
面
手
実
作
成
以
前

の
楽
書
、
〔山
下

一
九
九
九
〕
は
以
後
の
楽

書
と
す
る
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
、
手

実
が
作
成
さ
れ
た
天
平
十
三
年
八
月
二
十
九
日
前
後
の
楽
書
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な

い
。

〔
29
〕
写
経
充
紙
帳

続
々
修
三
五
-

一
裏
に
関
し
て
は
、
す

で
に

〔須
原

一
九
九
九
〕
に
よ

っ
て
目

録
化
さ
れ
て
い
る
。
須
原
氏
が
目
録
化
し
た
、
天
平
十
年
か
ら
十

一
年
に
か
け
て

作
成
さ
れ
た
文
書
は
継
文
と
さ
れ
、
後
に
そ
の
紙
背

(
つ
ま
り
続
々
修
三
五
-

一

表
)
は
十
三
年
八
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
写
経
充
紙
帳
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

当
継
文
が
特
殊
で
あ
る
点
は
、
表
が
十
三
年
以
降
に
充
紙
帳
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
際
、
す
で
に
文
字

の
あ
る
紙
背
部
分

(
つ
ま
り
続

々
修
三
五
-

一
裏
)
に
も
、

お
そ
ら
く
ほ
ぼ
同
時
期
に
草
稿

・
習
書
な
ど
の
書
き
込
み
を
行

っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
言

い
か
え
れ
ば
、
続
々
修
三
五
-

一
裏
に
は
、
天
平
十
年
か
ら
十

一
年
に
記

さ
れ
た
文
字
と
、
十
三
年
以
降
に
記
さ
れ
た
文
字
が
渾
然
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
目
録
化
す
る
こ
と
は
や
や
困
難
で
あ
る
た
め
、
楽
書

・
習
書
な
ど
に
関
し

て
は
目
録
と
し
て
採
用
せ
ず
、
草
稿
で
あ

っ
て
も
文
書

・
帳
簿
と
し
て
あ
る
程
度

意
味
を
も

つ
も
の
の
み
を
採
る
こ
と
と
し
た
。

〔
30
〕
写
経
行
事
布
施
勘
注

天
平
十
三
年
閏
三
月
か
ら
、
十
四
年
十

一
月
ま
で
の
写
経
事
業
に
お
け
る
布
施

額
を
集
計
し
た
も
の
。
作
成
は
十
四
年
十

一
月
と
考
え
る
。
十
五
年
十
二
月
二
十

二
日
に
秦
大
床
に
一
三

〇
〇
文
、
薗
部
廣
公
に

一
一
〇
〇
文
を
給
し
た
記
載
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
追
記
で
あ
ろ
う
。

〔31
〕
装
満
等
送
紙
帳

装
横
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

一
切
経
書
写
に
用
い
ら
れ
る
黄
紙
に
つ
い
て
の
帳
簿
。

記
載
内
容
は
天
平
十
三
年
閏
三
月
か
ら
十
五
年
五
月
ま
で
に
わ
た
る
が
、
作
成
は

十
五
年
五
月
と
思
わ
れ
る
。
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大 日 古 文書の所在 次 他 の利 用 備 考

24-126 zz17-2<7>裏 1 紙背 「写経司解案」(大

日古7-278～279)

7-423～472 zz19-3<1>～<106> 1 題箋 「天平十二年経師手

実」

7-423 zz19-3<1> 1

7-423～424 zz19-3<2> 1

7-424 zz19-3<3> 1 左端上方 「秦」(未 収)

7-424～425 zz19-3<4> 1

7-425 zz19-3<5> 1 紙背右下天地逆 「秦」(未

収)

7-425～426 zz19-3<6> 1

7-426 zz19-3<7> 1

7-426～427 zz19-3<8> 1

7-427 zz19-3<9> 1

7-427 zz19-3<10> 1 紙背右上 「六枚/廿 三枚」

(未収)

7-428 zz19-3<11> 1 「人成」左下に天地逆 「大

(?)」(未 収)

7・428 zz19・3<12> 1

7-429 zz19-3<13> 1

7-429～430 zz19-3<14>～<15> 1

7-430 zz19-3<16> 1

7-430 zz19-3<17> 1

7-431 zz19-3<18> 1 紙背中央 「疑」(未収)

7-431 zz19-3<19> 1

7-431～432 zz19-3<20> 1

7・432 zz19-3<21> 1
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目 録

天平12年(740〕

番号 文 書 名 年 月 日 写経事業 文書機能 作成 ・発信→受信

1 経師等食料受納勘注(案?) (天 平12.正) 食糧受納

文

写経司

2 写一切経師手実帳 天 平12.正.30・

2.15～4.15

五月一日経 手実 東院写一切経所

2-1 忍坂成麻呂写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一日経 手実 忍坂成麻呂→東院写
一切経所

2-2 布利秋田写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一日経 手実 布利秋田→東院写一

切経所

2-3 韓種麻呂写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一 日経 手実 韓種麻呂→東院写一

切経所

2-4 建部広足写経手実 天 平12.2.16作 成 五月一 日経 手実 建部広足→東院写一

切経所

2-5 古来小僧写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一 日経 手実 古来小僧→東院写一

切経所

2-6 阿刀息入写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一 日経 手実 阿刀息人→東院写一

切経所

2-7 丸部石敷写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一日経 手実 丸部石敷→東院写一

切経所

2-8 丈部子虫写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一日経 手実 丈部子虫→東院写一

切経所

2-9 高東万呂写経手実 天 平12.2.16作 成 五月一日経 手実 高東万呂→東院写一

切経所

2-10 雀部島足写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一日経 手実 雀部島足→東院写一

切経所

2-11 山部花万呂写経手実 天 平12,2.16作 成 五月一日経 手実 山部花万呂→東院写
一切経所

2-12 高忍熊写経手実 天 平12.2.15作 成 五月一日経 手実 高忍熊→東院写一切

経所

2-13 万昆国麻呂写経手実 天 平12.2 五月一日経 手実 万昆国麻呂→東院写
一切経所

2-14 志紀入成写経手実 天 平12.2.16作 成 五月一日経 手実 志紀人成→東院写一

切経所

2-15 若養徳部大麻呂写経手実 天 平12.2.17作 成 五月一日経 手実 若養徳部大麻呂→東

院写一切経所

2-16 六人部大1鳴写経手実 天 平12.2.16作 成 五月一日経 手実 六人部大嶋→東院写
一切経所

2-17 櫟井馬養写経手実 天平12.2.16作 成 五月一日経 手実 櫟井馬養→東院写一

切経所

2-18 余広足写経手実 天平12.2.16作 成 五月一 日経 手実 余広足→東院写一切

経所

2-19 安曇広万呂写経手実 天平12.2.29作 成 五月一 日経 手実 安曇広万呂→東院写
一切経所

2-20 建部広足写経手実 天平12.2.29作 成 五月一 日経 手実 建部広足→東院写一

切経所
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7-432～433 zz19-3<22> 1 紙背右下天地逆 「秦」(未

収)

7-433 zz19-3<23> 1 右下天地逆 「薗」(未 収)

7-433～434 zz19-3<24> 1

7-434 zz19-3<25> 1 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)

7-434～435 zz19-3<26> 1

7-435 zz19-3<27> 1

7-435～436 zz19-3<28> 1 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)

7-436 zz19-3<29> 1 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)

7-436～437 zz19-3<30> 1 紙背右上 「薗」(未 収)

7-437 zz19-3<31>～ 〈32> 1 左上 「薗」(未 収)

7-437 zz19-3<33> 1 紙背右上 「秦」(未 収)

7-438 zz19-3<34> 1

7-438 zz19-3<35> 1

7-438～439 zz19-3<36> 1 紙背右下天地逆 「廿一枚」

(未収)

7-439 zz19-3<37> 1

7・439～440 zz19・3<38> 1

7-440 zz19・3<39> 1

7-440～441 zz19-3<40> 1

7-441 zz19-3<41> 1

7-441～442 zz19-3<41> 1 前項と同紙

7-442 zz19-3<42> 1 本文参照

7-442 zz19-3<43> 1 紙背右下天地逆 「注界」

(未収)

7-443 zz19-3<44> 1

7・443 zz19-3<45> 1 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)
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2-21 余広足写経手実 天 平12.2.28作 成 五月一日経 手実 余広足→東院写一切

経所

2-22 志紀入成写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 志紀入成→東院写一

切経所

2-23 忍坂成麻呂写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 忍坂成麻呂→東院写
一切経所

2一零4 雀部島足写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 雀部島足→東院写一

切経所

2-25 丈部子虫写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 丈部子虫→東院写一

切経所

2-26 山部永多満写経手実 天平12.2.29作 成 五月一 日経 手実 山部永多満→東院写
一切経所

2-27 布利秋田写経手実 天 平12,2.29作 成 五月一 日経 手実 布利秋田→東院写一

切経所

2-28 若養徳部大麻呂写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一 日経 手実 若養徳部大麻呂→東

院写一切経所

2-29 山部花万呂写経手実 天 平12.2 五月一日経 手実 山部花万呂→東院写
一切経所

2-30 万昆国末呂写経手実 天 平12。2.29作 成 五月一日経 手実 万昆国末呂→東院写
一切経所

2-31 古来小僧写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 古来小僧→東院写一

切経所

2-32 高忍熊写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 高忍熊→東院写一切

経所

2-33 丸部石敷写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 丸部石敷→東院写一

切経所

2-34 櫟井馬養写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 櫟井馬養→東院写一

切経所

2-35 阿刀息人写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→東院写一

切経所

2-36 高東麻呂写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 高東麻呂→東院写一

切経所

2-37 古神徳写経手実 天 平12,2.29作 成 五月一日経 手実 古神徳→東院写一切

経所

2-38 六人部大島写経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 六入部大島→東院写
一切経所

2-39 錦部君万呂写経手実 天平12.2.29作 成 五月一日経 手実 錦部君万呂→東院写
一切経所

2-40 辛国入成写経手実 天平12.2.29作 成 五月一 日経 手実 辛国人成→東院写一

切経所

2-41 余乙虫写経手実 天平12.正.30作 成 五月一 日経 手実 余乙虫→東院写一切

経所

2-42 高東麻呂写経手実 天 平12.3.16作 成 五月一日経 手実 高東万呂→東院写一

切経所

2-43 安曇広万呂写経手実 天 平12.3.16作 成 五月一日経 手実 安曇広万呂→東院写
一切経所

2-44 布利秋田写経手実 天 平12.3.16作 成 五月一日経 手実 布利秋田→東院写一

切経所
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7-443～444 zz19-3<46> 1

7-444 zz19-3<47> 1

7-444～445 zz19-3<48> 1 紙背左上 「薗」(未 収)

7-445 zz19-3<49> 1 ,

7-445～446 zz19-3<50> 1 紙背右下天地逆 「薗」、中

央 「若若若若」(未 収)

7-446 zz19-3<51> 1

7-446 zz19-3<52> 1 左上 「薗」(未 収)

7-447 zz19-3<53>～<54> 1

7・447 zz19・3<55> 1 紙背左上 「薗」(未 収)

7-448 zz19-3<56> 1 左 上 「薗」、左 下 「論九」

(未収)

7-448 zz19-3<57> 1 左上 「薗」(未 収)

7-448～449 zz19-3<58> 1 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)

7-449 zz19-3<59> 1 付 箋 「四」「升 九 ノ 第 十

三」

7-449～450 zz19-3<60> 1 左 上 「薗」(未 収)、 付 箋

「三」「四十ノ第弐」

7-450 zz19-3<61> 1

7-450～451 zz19-3<62> 1 紙背左下天地逆 「薗」(未

収)

7-451 zz19-3<63> 1 紙背楽書 「無有是末法本空
有故/無 有是末法本空有
故」(未収)

7-451～452 zz19-3<64> 1

7-452 zz19-3<65> 1 紙背左上 「大」(未 収)

7-453 zz19-3<66> 1 紙背右上 「注界」、右下天

地逆 「薗」(未 収)

7-453～454 zz19-3<67> 1

7-454 zz19-3<68> 1

7・454～455 zz19・3<69> 1

7・455 zz19-3<70> 1 紙背右上 「大」(未 収)
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2-45 櫟井馬養写経手実 天 平12.3.16作 成 五月一日経 手実 櫟井馬養→東院写一

切経所

2-46 高忍熊写経手実 天 平12,3.15作 成 五月一日経 手実 高忍熊→東院写一切

経所

2.47 丸部石敷写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 丸部石敷→東院写一

切経所

2-48 建部広足写経手実 天平12.3.15作 成 五月一 日経 手実 建部広足→東院写一

切経所

2-49 万昆君万呂写経手実 天平12.3.15作 成 五月一 日経 手実 万昆君万呂→東院写
一切経所

2-50 忍坂成麻呂写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一 日経 手実 忍坂成麻呂→東院写
一切経所

2-51 志紀人成写経手実 天 平12.3,16作 成 五月一日経 手実 志紀人成→東院写一

切経所

2-52 万昆国万呂写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 万昆国万呂→東院写
一切経所

2-53 杖部子虫写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 杖部子虫→東院写一

切経所

2-54 山部花万呂写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 山部花万呂→東院写
一切経所

2-55 余広足写経手実 天 平12.3.16作 成 五月一日経 手実 余広足→東院写一切

経所

2-56 古来小僧写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 古来小僧→東院写一

切経所

2-57 雀部島足写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 雀部島足→東院写一

切経所

2-58 古神徳写経手実 天 平12.3.16作 成 五月一日経 手実 古神徳→東院写一切

経所

2-59 六人部大島写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 六人部大島→東院写
一切経所

2-60 阿刀息入写経手実 天 平12.3.15作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→東院写一

切経所

2-61 大鳥祖足写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 大鳥祖足→東院写一

切経所

2-62 若養徳部太麻呂写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一 日経 手実 若養徳部太麻呂→東

院写一切経所

2-63 高東万呂写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一 日経 手実 高東万呂→東院写一

切経所

2-64 建部広足写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 建部広足→東院写一

切経所

2-65 阿刀息人写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→東院写一

切経所

2-66 調雄蘇写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 調雄蘇→東院写一切

経所

2-67 漢浄麻呂写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 漢浄麻呂→東院写一

切経所

2・68 雀部島足写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 雀部島足→東院写一

切経所
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7-455～456 zz19-3<71> 1

7-456 zz19-3<72> 1 紙背右下天地逆 「大」(未

収)

7-456～457 zz19-3<73> 1 紙背右上 「大」(未 収)

7-457 zz19-3<74> 1 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)

7-457～458 zz19-3<75> 1 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)

7-458 zz19-3<76> 1 紙背右に用紙注文(抹消) 紙背右下天地逆 「薗」(未

収)

7-458～459 zz19-3<77> 1 紙背右下天地逆 「大」(未

収)

7-459 zz19-3<78> 1

7-459～460 zz19-3<79> 1

7-460 zz19-3<80> 1 左 「注界」「大」(抹 消、未

収)

7-460～461 zz19-3<81> 1 紙背右上 「大」「注界」(未

収)

7-461 zz19-3<82> 1 紙背左上 「薗」(未 収)

7-461～462 zz19-3<83> 1

7-462 zz19-3<84> 1

7-462～463 zz19-3<85> 1

7・463 zz19・3<86> 1 紙背楽書 「諸諸文選選文選
巻第/腐 腐腐猛大天天天天
天元元」(未収)

7-463～464 zz19-3<87> 1

7-464 zz19-3<88> 1

7-464～465 zz19-3<89> 1

7-465 zz19-3<90> 1

7-465 zz19-3<91> 1

7-465～466 zz19-3<92> 1 付箋 「二」「四十ノニ」

7・466 zz19-3<93> 1

7-466～467 zz19-3<94> 1
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2-69 志紀人成写経手実 天 平12.3。30作 成 五月一日経 手実 志紀人成→東院写一

切経所

2・70 伊吉馬甘写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 伊吉馬甘→東院写一

切経所

2-71 忍坂成麻呂写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 忍坂成麻呂→東院写
一切経所

2-72 余広足写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 余広足→東院写一切

経所

2-73 韓種麻呂写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 韓種麻呂→東院写一

切経所

2-74 山部吾方満写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 山部吾方満→東院写
一切経所

2-75 布利秋田写経手実 天 平12.3。30作 成 五月一日経 手実 布利秋田→東院写一

切経所

2-76 六人部大島写経手実 天 平12,3.30作 成 五月一 日経 手実 六人部大島→東院写
一切経所

2・77 古頼小僧写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一 日経 手実 古頼小僧→東院写一

切経所

2-78 古神徳写経手実 天 平12.3.28作 成 五月一 日経 手実 古神徳→東院写一切

経所

2-79 丸部石敷写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一 日経 手実 丸部石敷→東院写一

切経所

2-80 錦部君麻呂写経手実 天 平12.3,30作 成 五月一日経 手実 錦部君麻呂→東院写
一切経所

2-81 櫟井馬養写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 櫟井馬養→東院写一

切経所

2-82 山部花万呂写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 山部花万呂→東院写
一切経所

2-83 辛国人成写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 辛国人成→東院写一

切経所

2-84 杖部子虫写経手実 天 平12,4.9作 成 五月一日経 手実 杖部子虫→東院写一

切経所

2-85 忍坂成麻呂写経手実 天 平12.4.12作 成 五月一日経 手実 忍坂成麻呂→東院写
一切経所

2-86 六人部大島写経手実 天 平12.4.11作 成 五月一 日経 手実 六人部大島→東院写
一切経所

2-87 山部花万呂写経手実 天平12.4.10作 成 五月一 日経 手実 山部花万呂→東院写
一切経所

2-88 志紀人成写経手実 天平12.4.11作 成 五月一 日経 手実 志紀人成→東院写一

切経所

2-89 古頼小僧写経手実 天平12.4.10作 成 五月一日経 手実 古頼小僧→東院写一

切経所

2-90 阿刀息人写経手実 天 平12.4.11作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→東院写一

切経所

2-91 漢浄万呂写経手実 天 平12.4.11作 成 五月一日経 手実 漢浄万呂→東院写一

切経所

2・92 伊吉馬養写経手実 天 平12.4.10作 成 五月一日経 手実 伊吉馬養→東院写一

切経所
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7-467 zz19-3<95> 1 紙背右下天地逆 「大」(未

収)

7-467 zz19-3<96> 1 紙背右下天地逆 「大」(未

収)

7-468 zz19-3<97> 1

7-468 zz19-3<98> 1

7-468～469 zz19-3<99> 1

7-469 zz19-3<100> 1 紙背右下天地逆 「大」(未

収)

7-469～470 zz19-3〈101> 1

7-470 zz19-3<102> 1 紙背 「大般若経二百九十一

巻」(抹 消)

7・470～471 zz19-3<103> 1

7-471 zz19-3<104> 1

7-471～472 zz19-3<105> 1 付箋 「珊ノニ」

7-472 zz19-3<106> 1

24-119 zz26-2<6>裏 1 紙背 「土師真木嶋校経手

実」(6-4)

2-61の 草 案

24-119～120 zz26-2<5>裏 1 紙背 「土師真木嶋校経手

実」(6-4)

2-61の 草 案

7-473～485 zz26-2<1>～<23> 1 題 銭 「(表)校 紙(裏)天

平十二年校生」

7・473 zz26・2<1> 1 次文書と当時の紙でつなぐ

7-473～474 zz26-2<2> 1

7-474～475 zz26-2<3> 1

7-475～476 zz26-2<4>～<6> 2 5紙 紙 背(4)、6紙 紙

背(3)

7-476～477 zz26-2<7> 1

7-477 zz26-2<8>～<9> 2 g紙 紙背「神亀五年(伯 書

広国)解 」(大日古24-5)

8紙 紙 背右上 「注界」(未

収)

7-477～478 zz26-2<10> 1

7-478～479 zz26-2<11> 1

7-479 zz26-2<12> 1
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2-93 布利秋田写経手実 天平12.4。9作 成 五月一 日経 手実 布利秋田→東院写一

切経所

2・94 韓種麻呂写経手実 天平12.4.9作 成 五月一 日経 手実 韓種麻呂→東院写一

切経所

2-95 雀部島足写経手実 天 平12.4.10作 成 五月一 日経 手実 雀部島足→東院写一

切経所

2-96 万昆君麻呂写経手実 天 平12.3.30作 成 五月一日経 手実 万昆君麻呂→東院写
一切経所

2-97 大鳥祖足写経手実 天 平12.4.12作 成 五月一日経 手実 大鳥祖足→東院写一

切経所

2-98 建部広足写経手実 天 平12.4.12作 成 五月一日経 手実 建部広足→東院写一

切経所

2-99 調雄蘇写経手実 天 平12.4.12作 成 五月一日経 手実 調雄蘇→東院写一切

経所

2-100 呉原生人写経手実 天 平12.4.11作 成 五月一日経 手実 呉原生人→東院写一

切経所

2-101 安曇広麻呂写経手実 天 平12,4.10作 成 五月一日経 手実 安曇広麻呂→東院写
一切経所

2-102 史戸益人写経手実 天 平12.4.14作 成 五月一日経 手実 史戸益人→東院写一

切経所

2-103 錦部君麻呂写経手実 天 平12.4.15作 成 五月一日経 手実 錦部君麻呂→東院写
一切経所

2-104 丸部石敷写経手実 (天 平12.4) 五月一日経 手実 丸部石敷→東院写一

切経所

3 大鳥祖足写経手実案 (天 平12.3.30) 五月一日経 手実 (大鳥祖足→東 院写

一切経所)

4 大鳥祖足写経手実案 (天 平12.3。30) 五月一日経 手実 (大鳥祖足→東 院写

一切経所)

5 写一切経装横 ・校生手実帳 天 平12.2.29～

4.15

五月一日経 手実 東院写一切経所

5-1 阿閉馬養 ・秦大床 ・薗部広公装

潰手実

天 平12.4.20作 成 五月一日経 手実 阿閉馬養 ・秦大床 ・

薗部広公→東院写一

切経所

5-2 養徳御勝校経手実 天 平12.4.15作 成 五月一日経 手実 養徳御勝→東院写一

切経所

5-3 丹比道足校経手実 天 平12.4.3作 成 五月一日経 手実 丹比道足→東院写一

切経所

5-4 土師真木嶋校経手実 天 平12.4.3作 成 五月一日経 手実 土師真木嶋→東院写
一切経所

5-5 丹比道足校経手実 天 平12.4.12作 成 五月一日経 手実 丹比道足→東院写一

切経所

5-6 土師真木1鳴校経手実 天 平12.4.10作 成 五月一日経 手実 土師真木嶋→東院写
一切経所

5-7 土師宅良校経手実 天平12.4.12作 成 五月一 日経 手実 土師宅良→東院写一

切経所

5-8 大伴吉入校経手実 天 平12.4.12作 成 五月一 日経 手実 大伴吉人→東院写一

切経所

5-9 水海大成校経手実 天 平12.4.12作 成 五月一 日経 手実 水海大成→東院写一

切経所
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7-479～480 zz26-2<13> 1

7-480 zz26-2<14> 1 紙背 「十二日入/六 口/口

/六 十」(未 収)

7-481 zz26-2<15>～<16> 1 15紙 紙 背右下天地逆 「大」、

16紙 紙背「余口十二」(未収)

7-481～482 zz26-2<17> 1

7-482～483 zz26-2<18> 1

7-483 zz26-2<19> 1

7-483～484 zz26-2<20> 1

7-484 zz26-2<21>～ 〈22> 1 21紙 紙背左 「大」(未 収)

7-484～485 zz26・2<23> 1 左上 「篤爲爲」(未収)

24-126～127 z45① 裏 2 紙背 「天平十年某所啓」

(大日古2-100)

7-485～486 zz17-3<9> 1 イ寸i箋「廿幽ノ、ノ十二」、紙背

左上 「篇古」(未 収)

7-486～491 zz14-1<1>～<4> 1

24-129 zz35-6<30>裏 1

7-493 zz15-1<9> 1

7-493～494 zz15-1<10> 1

7-494～495 zz15-1<12> 1

7-495 zz15-1<13> 1

未収(拾 遺45) 1

7-495～496 zz15-1<8> 1 紙背天地逆 「(天平十三

年)写 経布施勘注」(12)

天地逆で楽書

7-496～497 zz15-1<8> 1 紙背天地逆 「(天平十三

年)写 経布施勘注」(12)

7-499～500 zz17-3<10> 1

7-497～498 zz15-1<7> 1

12・99～137 zz13-1<2>～<24> 1
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5-10 養徳御勝校経手実 天 平12.3.5作 成 五月一 日経 手実 養徳御勝→東院写一

切経所

5-11 秦太床装漬手実 天 平12.3.4作 成 五月一日経 手実 秦太床→東院写一切

経所

5-12 土師宅良校経手実 天 平12.3.4作 成 五月一日経 手実 土師宅良→東院写一

切経所

5-13 大宅諸人校経手実 天 平12.3.5作 成 五月一日経 手実 大宅諸入→東院写一

切経所

5-14 土師真木嶋校経手実 天 平12.3.5作 成 五月一日経 手実 土師真木嶋→東院写
一切経所

5-15 川瀬少村校経手実 (天平12) 五月一日経 手実 川瀬少村→東院写一

切経所

5-16 丹比道足校経手実 天 平12.3.6作 成 五月一日経 手実 丹比道足→東院写一

切経所

5-17 丹比道足校経手実 天 平12.2.29作 成 五月一日経 手実 丹比道足→東院写一

切経所

5-18 大宅諸上校経手実 天 平12.4.21作 成 五月一日経 手実 大宅諸上→東院写一

切経所

6 写経司啓案 天 平12.4.15作 成 五月一日経 経巻書写

記録

写経司→皇后宮職

7 写経司啓 天 平12.4.15作 成 五月一日経 経巻書写

記録

写経司→皇后宮職

8 北大家写経所啓 天 平12.7.8作 成 北大家写経

事業

写経目録 北大家写経所→皇后

宮職(?)

天平13年(741)

1 大般若経納櫃帳断簡 天 平13.3.9作 成 五月一日経

?

経巻目録

断簡

(写経司)

2 一切経経巻検注注文 天 平13.3.11作 成 五月一日経 経巻検注

注文

写経司

3 一切経経巻検注井出入注文
天 平13.3.11～ 天

平14.9.28

五月一日経 経巻検注

注文

写経司

4 一切経経巻検注井出入注文
天 平13.3.11～

7.13

五月一日経 経巻検注

注文

写経司

5 一切経経巻検注注文 天 平13.3。11作 成 五月一日経 経巻検注

注文

写経司

6 一切経経巻検注井出入注文
天 平13.3.15～7.5 五月一日経 経巻納櫃

目録

写経司

7 一切経納櫃目録案 天 平13.3.13作 成 五月一日経 経巻納櫃

目録

写経司

8 一切経納櫃目録案 天 平13.3.15作 成 五月一日経 経巻納櫃

目録

写経司

9 一切経納櫃目録案 天 平13.3.15・19

作 成

五月一日経 経巻納櫃

目録

写経司

10 一切経納櫃目録 天 平13.3.19作 成 五月一日経 経巻納櫃

目録

写経司

11 一切経経巻目録 (天平13) 五月一日経 経巻目録 写経司
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24・149 zz15-1<8> 2 紙背天地逆で 「一切経納

櫃 目録案」(7・8)

天地逆で楽書

2-155～156、256～

257、286～295、7-503

～511、520～523

j19,j12,j37 接続は杉本報告による

7-503～511 j19-1～19 1

7-503 」19-1～2 1 端裏 「閏三月手口(実)」

(未収)

7-504 j19-3 1

7-504 j19-4 1

7-504～505 j19-5 1

7-505 j19-6 1

7-505 」19-7 1

7-506 j19-8 1

7-506 j19-9 1

7-506～507 j19-10～11 1 紙継目の位置不明

7-507 j19-12 1

7-507～508 j19-13 1

7-508 j19-14 1

7-5Q8～509 j19-15 1

7-509 j19-15? 1 マイクロ紙焼に番号なし

7-509～510 j19-16 1

7-510 j19-16～17 1

7-510～511 j19-18 1

2-256～257 j12-1 1 端裏 「十三年四月経生等手

実/論 論論口」(未収)

2-286～295 j12-2～16 1

2-286～287 j12-2 1 端裏「四月手実」、天地逆「巻般

若経二百四珊並収」(未収)

2・287 j12-3 1
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12 写経布施勘注 (天平13.4末 ～5) 五月一日経 布施注文 (福壽寺写一切経所)

13 写一切経経師等手実 天 平13.閏3.29～

4.30

五月一 日経 手実 福壽寺写一切経所

13-1 写一切経閏三月経師手実 天平13.閏3.29頃 五月一 日経 手実 福壽寺写一切経所

13-1-1 山邊千足写経手実 天平13.閏3.29作 成 五月一 日経 手実 山漫千足→福壽寺写
一切経所

13-1-2 山逡諸公写経手実 天平13.閏3 五月一 日経 手実 山漫諸公→福壽寺写
一切経所

13-1-3 檜前宗万呂写経手実 天平13.閏3 五月一 日経 手実 檜前宗万呂→福壽寺

写一切経所

13-1-4 山部花万呂写経手実 天平13.閏3 五月一 日経 手実 山部花万呂→福壽寺

写一切経所

13-1-5 達沙牛養写経手実 (天平13.閏3。29) 五月一日経 手実 達沙牛養→福壽寺写
一切経所

13-1-6 葛野安麻呂写経手実 天平13.閏3.29作 成 五月一 日経 手実 葛野安麻呂→福壽寺

写一切経所

13-1-7 坂合部史麻呂写経手実 天平13.閏3.2? 五月一日経 手実 坂合部史麻呂→福壽

寺写一切経所

13-1-8 凡河内土持写経手実 天平13.閏3.29作 成 五月一日経 手実 凡河内土持→福壽寺

写一切経所

13-1-9 漢浄麿写経手実 天 平13.閏3.29作 成 五月一日経 手実 漢浄麿→福壽寺写一

切経所

13-1-10 大鳥祖足写経手実 天 平13.閏3.29作 成 五月一日経 手実 大鳥祖足→福壽寺写
一切経所

13-1-11 飛鳥刀良写経手実 天 平13.閏3 五月一日経 手実 飛鳥刀良→福壽寺写
一切経所

13-1-12 阿刀息人写経手実 天 平13.閏3.29作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→福壽寺写
一切経所

13-1-13 雀部島足写経手実 天 平13.閏3.29作 成 五月一日経 手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所

13-1-14 大石広麻呂写経手実 天 平13.閏3.29作 成 五月一日経 手実 大石広麻呂→福壽寺

写一切経所

13-1-15 古来小僧写経手実 天 平13.閏3.29作 成 五月一日経 手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

13-1-16 丸部石敷写経手実 (天 平13.閏3.29) 五月一日経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

13-1-17 佐伯浄足写経手実 天 平13.閏3 五月一日経 手実 佐伯浄足→福壽寺写
一切経所

13-2 五月一 日経願文書写 ・装横帳数

勘注

天 平12.7.28作 成 五月一日経 手実 写経司

13-3 写一切経四月経師手実 天 平13。4.28～30 五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

13-3-1 調雄蘇写経手実 天 平13.4.28作 成 五月一日経 手実 調雄蘇→福壽寺写一

切経所

13-3-2 達沙牛甘写経手実 天 平13。4 五月一日経 手実 達沙牛甘→福壽寺写
一切経所
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2-287～288 j12-4 1

2-288～289 j12・5 1

2-289 j12-6～7 1

2-290 j12-8 1

2-290～291 j12-9 1

2-291 j12-10 1

2-291～292 j12-11 1

2-292～293 j12-12 1 右上 「口口経二五峡 九

巻」(未収)

2・293 j12・13 1

2-293～294 j12-14 1

2-294 j12-15 1

2-294～295 j12-16 1

7-520～522 j37-1～3 1

7-520～521 j37-1 1 端裏 「経師四月手実」

7-521～522 j37-2 1

7-522～523 j37-3 1

2-283～284、155～

156、285、284～285、

7-522～523

j37-4～11 1

2-283 j37-4 1 端裏 「四月校生等手実」

(未収)

2-283 j37-5 2 紙背天地逆で(14)

2-283～284 」37-5 2 紙背天地逆で(14)

2-155～156 j37-6 1 年月日については本文参照

2-285 j37-7 1

2-284 j37-8 1

2・284 137・9 1
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13-3-3 大鳥高入写経手実 天 平13.4。28作 成 五月一日経 手実 大鳥高人→福壽寺写
一切経所

13・3-4 丸部石敷写経手実 (天 平13.4) 五月一日経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

13-3-5 漢浄万呂写経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 漢浄万呂→福壽寺写
一切経所

13-3-6 建部広足写経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

13-3-7 雀部島足写経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所

13-3-8 佐伯浄足写経手実 天 平13.4.29作 成 五月一日経 手実 佐伯浄足→福壽寺写
一切経所

13-3-9 山部花(万 呂)写 経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 山部花万呂→福壽寺

写一切経所

13-3-10 阿刀息人写経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→福壽寺写
一切経所

13-3-11 山遡諸公写経手実 天 平13.4 五月一日経 手実 山邊諸公→福壽寺写
一切経所

13-3-12 堺部文麻呂写経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 堺部文麻呂→福壽寺

写一切経所

13-3-13 葛野安麻呂写経手実 天 平13.4 五月一日経 手実 葛野安麻呂→福壽寺

写一切経所

13-3-14 呉原生人写経手実 天 平13.4.29作 成 五月一日経 手実 呉原生入→福壽寺写
一切経所

13-4 写一切経四月経師手実帳 天 平13.4.28～30 五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

13-4-1 大石広麻呂写経手実 天 平13(.4) 五月一日経 手実 大石広麻呂→福壽寺

写一切経所

13-4-2 山漫千足写経手実 天 平13.4.28作 成 五月一日経 手実 山邊千足→福壽寺写
一切経所

13-4-3 古来小僧写経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

13-5 写一切経四月校生手実帳 天 平13。4.29～30

・天 平11
.正.29

五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

13-5-1 大伴吉人校経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 大伴吉人→福壽寺写
一切経所

13-5-2 川原人成校経手実 天 平13.4 五月一日経 手実 川原入成→福壽寺写
一切経所

13-5-3 小野広万呂校経手実 天 平13.4 五月一日経 手実 小野広万呂→福壽寺

写一切経所

13-5-4 写経司解案 天 平11.正.29作 成

7

五月一日経

?

上日申請 写 経 司(→ 皇 后 宮

職)

13-5-5 装漬某造紙注文 天平13。4.30作 成 五月一日経 造紙注文 某→福壽寺写一切経

所

13-5-6 阿刀酒主校経手実 天平13.4。30作 成 五月一日経 手実 阿刀酒主→福壽寺写
一切経所

13・5-7 田邊当業校経手実 天平13.4.30作 成 五月一日経 手実 田邊当業→福壽寺写
一切経所
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2-284～285 j37-10 1

7-522～523 j37-11 1

24-129～130 」37-5裏 1 紙 背 天 地 逆 で(13-5-2・

3)

2・290、298～299、

303～304、7-523～

541、24-130～131、

142～143

j14、j22

24-142～143、7-530

～537

j14-1～14

24-142 j14-1 1 年月日は6月 の誤り?

24・142～143 j14-2 1

7-530 j14・3 1

7-531 j14-4 1

7-531～532 j14-5 1

7-532 j14-6 1

7-532～533 j14-7 1

7-533 j14-8 1

7-534 j14-9 1

7・534～535 j14-10 1

7-535 j14-11 1

7-535～536 j14-12 1

7-536 j14-13 1

7-536～537 j14-14 1

7-537～541、523～

527、24-130～131

j14-15～23、j22-1～11 1

7-537 j14-15 1 端裏「五月経師等手実天平

十三年」、紙背天地逆「註」

7-537 j14-16 1

7・538 j14-17 1
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13-5-8 戸令貴校経手実 天 平13.4.30作 成 五月一日経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

13-5-9 辛国入成校経手実 天 平13.4.29作 成 五月一日経 手実 辛国人成→福壽寺写
一切経所

14 写経司校生勘出法案 天 平13.4.29作 成 写経心得 福壽寺写一切 経所

(→校生)

15 写一切経経師校生等手実帳 天 平13.5.25～

6.30

五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

15-1 写一切経六月経師手実帳 天 平13,6.27～30、

7.30

五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

15-1-1 某写経手実 天 平13.7.30作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

15-1-2 建部広足写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

15-1-3 杖部子虫写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 杖部子虫→福壽寺写
一切経所

15-1-4 忍坂成麿写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 忍坂成麿→福壽寺写
一切経所

15-1-5 丸部石敷写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

15-1-6 大河内土持写経手実 天 平13.6.27作 成 五月一日経 手実 大河内土持→福壽寺

写一切経所

15-1-7 録恵麻呂写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 録恵麻呂→福壽寺写
一切経所

15-1-8 雀部島足写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所

15-1-9 葛野安麻呂写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 葛野安麻呂→福壽寺

写一切経所

15-1-10 山部花(麻 呂)写 経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 山部花麻呂→福壽寺

写一切経所

15-1-11 呉原生人写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 呉原生人→福壽寺写
一切経所

15-1-12 古来小僧写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

15-1-13 阿刀息人写経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→福壽寺写
一切経所

15-1-14 辛国人成写経手実 (天 平13.6.30) 五月一日経 手実 辛国人成→福壽寺写
一切経所

15-2 写一切経五月経師手実帳 天 平13.5.29～6.5 五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

15-2-1 五月写経巻紙勘注 (天 平13.5) 五月一日経 集計注文 福壽寺写一切経所

15-2-2 山邊諸公写経手実 (天 平13。5) 五月一日経 手実 山邊諸公→福壽寺写
一切経所

15-2-3 丸部石敷写経手実 天 平13。5.29作 成 五月一日経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所
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7-538 j14-18 1

7-538～539 j14-19 1

7-539 j14-20 1

7-539～540 j14-21 1 紙背に当文書の書 き損

じ?

7-540 j14-22 1 紙背天地逆 「智字界」(抹

消)

7-540～541 j14-23 1

7-523 122-1 1

7-524 j22-2 1

7・524 j22-3 1

7-524～525 j22-4 1

7-525 j22-5 1 紙背右上 「智宇」

7-525～526 j22-6 1

7-526 j22-7 1

7-526～527 j22-8 1

7-527 j22-9 1

7・527 j22・10 1 紙背に数文字(未 収)

24-130～131 j22-11 1 紙背楽書(未 収)

24-143～144 j22-12 2

?

紙背天地逆「天平年間写経

司解案」(大日古24-113)

2-296、303～304、

298～299、7-528～

529、 未 収 、7-529～

530

j22-13～22

2-296 j22-13 1 端裏 「五月六月校生手実

天平十三年」(未収)

2-303～304 j22-14 1

2-298～299 j22-15 1

7-528 j22-16 1
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15-2-4 山部花(万 呂)写 経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 山部花万呂→福壽寺

写一切経所

15-2-5 大鳥祖足写経手実 天 平13.6.5作 成 五月一日経 手実 大鳥祖足→福壽寺写
一切経所

15-2-6 建部広足写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

15-2-7 葛野安万呂写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 葛野安万呂→福壽寺

写一切経所

15-2-8 雀部1鳴足写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 雀部嶋足→福壽寺写
一切経所

15-2-9 達沙牛甘写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 達沙牛甘→福壽寺写
一切経所

15-2-10 大鳥高人写経手実 天 平13。5.29作 成 五月一日経 手実 大鳥高人→福壽寺写
一切経所

15-2-11 調章蘇写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 調彙蘇→福壽寺写一

切経所

15-2・12 山擾千足写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 山過千足→福壽寺写
一切経所

15-2-13 古来小僧写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

15-2-14 阿刀息入写経手実 天平13.5.29作 成 五月一日経 手実 阿刀息人→福壽寺写
一切経所

15-2-15 三島宗万呂写経手実 天平13.5.29作 成 五月一日経 手実 三島宗万呂→福壽寺

写一切経所

15-2-16 凡川内土持写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 凡川内土持→福壽寺

写一切経所

15-2-17 大石広万呂写経手実 天 平13.5.29作 成 五月一 日経 手実 大石広万呂→福壽寺

写一切経所

15-2-18 坂合部文万呂写経手実 天 平13.5。29作 成 五月一 日経 手実 坂合部文万呂→福壽

寺写一切経所

15-2-19 呉原生人写経手実 天 平13。5.29作 成 五月一 日経 手実 呉原生人→福壽寺写
一切経所

15-2-20 漢浄万呂写経手実 天 平13,5.29作 成 五月一日経 手実 漢浄万呂→福壽寺写
一切経所

15-3 校経装演巻紙数布施勘注 (天 平13.5.1～

6.30)

五月一日経 布施注文 福壽寺写一切経所

15-4 写一切経五月六月校生手実帳 天 平13.5.25～

6.30

五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

15-4-1 田遽当成校経手実 天 平13.5.25作 成 五月一日経 手実 田擾当成→福壽寺写
一切経所

15-4-2 田邊当成校経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 田邊当成→福壽寺写
一切経所

15-4-3 小野広麻呂校経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 小野広麻呂→福壽寺

写一切経所

15・4-4 小野広麻呂校経手実 天 平13。6.30作 成 五月一日経 手実 小野広麻呂→福壽寺

写一切経所
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7-528～529 j22・17 1

未収(杉 本報告95頁) j22-18 1

7-529 j22-19 1

7-529～530 j22-20～21 1

24-131～142、 未 収 j4、j11の 一 部

未収 、24-131～136 j4-1～7、11～19、j11の

一 部

中間欠あ り

未収(杉本報告99頁) j11の 一 部 1

24-131 j4-1 1

24-131～132 j4-2 1

24-132 j4-3 1

24-135～136 j4-11.14 1

24-135,136 j4-15.12 1

24-136～137 j4-15 1

24-137 j4-16 1

24-137 」4-17 1

24-137～138 j4-18 1

24-137,132 j4-19.4 1

24-133 j4-5 1

24-133～134 j4-6 1

24-134 j4-7 1

24-134 j4-8 1 紙背右端天地逆 「千経二百

十二巻」

24-135、138～142 j4-9～10、21～27 1

24-135、 未 収 j4-9～9' 1 紙背天地逆 「校生等手実

書」

24-135,138 j4・10、20 1
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15-4-5 戸令貴校経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

15-4-6 戸令貴校経手実 天 平13.6。30作 成 五月一日経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

15-4-7 河原入成校経手実 天 平13.5.29作 成 五月一日経 手実 河原人成→福壽寺写
一切経所

15-4-8 河原人成校経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 河原入成→福壽寺写
一切経所

16 写一切経経師校生等手実帳 天 平13.5.30～

11.5

五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

16-1 写一切経自七月至九月経師手実

帳

天 平13.7.29～

9.30

五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

16-1-1 某写経手実 (天 平13.7) 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-2 某(忍 坂成麿?)写 経手実 天 平13.7,29作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16・1-3 某写経手実 天 平13.7.30作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-4 某写経手実 (天 平13.7) 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-5 某写経手実 (天 平13.7) 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-6 某写経手実 天 平13.7.29作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-7 某写経手実 天 平13.7.30作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-8 山部花(万 呂)写 経手実 (天 平13.7?8?) 五月一日経 手実 山部花万呂→福壽寺

写一切経所

16-1-9 某写経手実 (天 平13.7?8?) 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-10 某写経手実 (天 平13.7?8?) 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1・11 丸部石敷写経手実 天 平13。8.29作 成 五月一日経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

16-1-12 飛鳥刀良写経手実 天 平13.8.29作 成 五月一日経 手実 飛鳥刀良→福壽寺写
一切経所

16-1-13 某写経手実 天 平13.9.30作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-1-14 某写経手実 天 平13.9.30作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-2 写一切経装横充紙勘注 天 平13.11.5作 成 五月一日経 布施注文 福壽寺写一切経所

16-3 写一切経校生手実帳 天 平13.5.30～

8.29

五月一日経 手実 福壽寺写一切経所

16-3-1 写一切経装横充紙勘注 (天 平13.?) 五月一日経 布施注文 福壽寺写一切経所

16・3-2 大伴吉人校経手実 天 平13.5.30作 成 五月一日経 手実 大伴吉人→福壽寺写
一切経所
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24-138～139 j4-21 1

24・139～140 j4・22～23 1

24-140 j4-24 1

24-140～141 j4-25 1

24-141 j4-26 1 紙 背 中 央 「口芸 〈五 十

(?)/五 〉」

24-141～142 j4-27 1

未 収 、8-132～133、

7-588～598

j20.11 1

未収 j11-? 1

8・132 j20-1 1 天平13の 誤 り?

8-132～133 j20-2 1

7-588 j20-3 1

7-588～589 j20-4 1

7-589 」20-5 1

7-590 j20-6 1

7-590 」20-7 1

7・590～591 120-8 1

7・591 」20-9 1

7-592 j20-10 1

7-592 j20-11 1

7-592～593 j20-12 1

7-593 j20-13 1

7-593～594 j20-14 1

7-594 j20-15 1 紙背左上に習書

7-595 120・16 1
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16-3-3 田辺正成校経手実 天 平13.7。30作 成 五月一日経 手実 田辺正成→福壽寺写
一切経所

16-3-4 戸令貴校経手実 天 平13.7.30作 成 五月一日経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

16-3-5 川原入成校経手実 天 平13.8.29作 成 五月一日経 手実 川原人成→福壽寺写
一切経所

16-3-6 某校経手実 天 平13.6.30作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

16-3-7 桑原足床校経手実 天 平13.7.29作 成 五月一日経 手実 桑原足床→福壽寺写
一切経所

16-3-8 某校経手実 天 平13.6.29作 成 五月一日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

17 写一切経経師校生手実帳 天 平13.9.30～

12.21

五月一日経

・外写

手実 福壽寺写一切経所

17-1 丸部石敷写経手実 (天 平13,?) 五月一日経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

17-2 某写経手実 天 平14.10.29作 成 五月一 日経 手実 某→福壽寺写一切経

所

17-3 録恵麻呂写経手実 天 平13.10.30作 成 五月一 日経 手実 録恵麻呂→福壽寺写
一切経所

17-4 建部広足写経手実 天 平13.11 五月一 日経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

17-5 民長麻呂写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経 手実 民長麻呂→福壽寺写
一切経所

17-6 戸令貴写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

17-7 杖部子虫写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経 手実 杖部子虫→福壽寺写
一切経所

17-8 録恵麻呂写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経 手実 録恵麻呂→福壽寺写
一切経所

17-9 忍坂成麻呂写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経 手実 忍坂成麻呂→福壽寺

写一切経所

17・10 志紀久比末呂写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経 手実 志紀久比末呂→福壽

寺写一切経所

17-11 飛鳥刀良写経手実 天 平13.11.4作 成 五月一日経 手実 飛鳥刀良→福壽寺写
一切経所

17-12 山部花万呂写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経 手実 山部花万呂→福壽寺

写一切経所

17-13 古来小僧写経手実 天 平13.11.29作 成 五月一日経

・法華経

手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

17-14 戸令貴写経手実 天 平13.12.7作 成 五月一日経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

17-15 辛国人成写経手実 天 平13.12.7作 成 五月一 日経 手実 辛国人成→福壽寺写
一切経所

17-16 大鳥祖足写経手実 天平13.12.7作 成 五月一 日経 手実 大鳥祖足→福壽寺写
一切経所

17-17 雀部島足写経手実 天 平13.12.11作 成 五月一 日経 手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所
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7-595 j20-17 1

7-595～596 j20-18 1

7-596 j20-19 1 天平13の 誤 り?

7-596 j20-20 1

7-597 j20-21 1

7-597 j20-22 1

7-597～598 j20-23 1

7-514～520 zz28-2<1>～<7> 1 題箋 「装漬告朔」「天平十

三/年 」

7-514 zz28-2<1> 1

7-514～515 zz28-2<2> 1

7-515～516 zz28-2<3> 1

7-517 zz28-2<4> 1

7-517～519 zz28-2<5> 1

7-519 zz28-2<6> 1

7-519～520 zz28-2<7> 1 付箋 「五ノ十一」

7-541～542 zz27-3<37> 1 付箋 「廿五ノ九 肝三」

7-500～501 zz14-7<6> 1

7-513 zz16-2<5> 1 紙背 「天平十七年(?)

校 経未正勘注」(大 日古

24-319)

7-542～560 zz7-1<1>～<50> 端裏 「千手経」「自天平十
三年七月一日至九月計日経
生井装潰校生手実継者」

7-542～543 zz7-1<1> 2 紙背天地逆で(23)

7-543～552 zz7-1<2>～<29>

7-543 zz7-1<2> 紙背天地逆 「合三伯伍拾四

張」(大 日古24-453、 た だ

し紙焼では確認不可)

7・543 zz7-1<3> 紙背天地逆「用二千五百十
五 百無九巻 十二千九百五
十」(大日古24-453)

7-544 zz7-1<4> 1 一行目は3紙 にかかってい

る
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17-18 古来小僧写経手実 天平13.11.20作 成 五月一 日経

・外写

手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

17-19 建部広足写経手実 天平13.11 五月一 日経

・法花経

手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

17-20 丸部石敷写経手実 天平14.10.27作 成 五月一日経

・法華経

手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

17-21 雀部島足写経手実 天 平13.11.23作 成 五月一日経

・法花経

手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所

17-22 河原入成校経手実 天 平13.12.20作 成 五月一日経 手実 河原人成→福壽寺写
一切経所

17-23 戸令貴校経手実 天 平13.9.30作 成 五月一日経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

17-24 写一切経装横勘注 天 平13.12.21作 成 五月一日経 布施注文 福壽寺写一切経所

18 装濫所解案等帳 (天 平11).4.20～

13,7.29

五月一日経 装満所解

継文

装潰所(→ 福壽寺写

一切経所)

18-1 装漬所解案 (天 平11).4.20作 成 五月一日経 装横造紙

注文

装横所(→ 福壽寺写
一切経所)

18・2 装漬所解案 天 平11.7.30作 成 五月一日経 装満造紙

注文

装潰所(→ 福壽寺写
一切経所)

18-3 装漬所解案 天 平13.4.30作 成 五月一日経 装満受紙

注文

装漬所(→ 福壽寺写

一切経所)

18-4 装潰所勘注 天 平13.閏3.29作 成 五月一日経 装満残紙

注文

装横所(→ 福壽寺写

一切経所)

18-5 装演所勘注 天 平13.5.4作 成 五月一日経 装澱紙数

記録

装満所(→ 福壽寺写

一切経所)

18-6 装潰所解案 天 平13.7.29作 成 五月一日経 装満上紙

数注文

装漬所(→ 福壽寺写

一切経所)

18-7 装満所勘注 (天 平13.6.30以 降) 五月一日経 装横紙数

記録

装横所(→ 福壽寺写

一切経所)

19 薗部広足造紙布施勘注 (天 平13.閏3.以 降) 五月一日経 造紙井布

施注文

薗部広足

20 某寺三綱解 天 平13.閏3.21作 成 経巻注文 某寺→(皇 后宮職)

21 写一切経司移 天 平13.4.19作 成 五月一日経 経巻奉請 写一切経司→皇后宮

職

22 写千手経経師校生等手実帳 天 平13.7.4～11.7 千手経 手実 福壽寺写一切経所

22-1 写千手経自七月至九月布施注文 天 平13.11.7作 成 千手経 集計注文 福壽寺写一切経所

22-2 写千手経七月八月経師手実帳 天 平13,7～8.29 千手経 手実 福壽寺写一切経所

22-2-1 写千手経七月八月写経量勘注 (天平13.7～&29) 千手経 集計注文 福壽寺写一切経所

22-2-2 建部広足写経手実 天平13.7.30作 成 千手経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

22・2-3 志紀久比麿写経手実 天平13.7.30作 成 千手経 手実 志紀久比麿→福壽寺

写一切経所
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7・544 zz7-1<5> 1

7-545 zz7-1<6> 1

7-545 zz7-1<7> 1

7-545～546 zz7-1<8>～<9> 1

7-546 zz7-1<10> 1 紙背右上 「漢」

7-546～547 zz7-1<11> 1

7-547 zz7-1<12> 1

7-547～548 zz7-1<13> 1 日付の 「八」は抹消

7・548 zz7-1<14>～<15> 1 日付の 「針」は、十三年八

月ならばありえない

7-548 zz7-1<16> 1

7-548～549 zz7-1<17> 1

7-549 zz7-1<18> 1

7-549 zz7-1<19>～<20> 1 19紙 背右天地逆 「千千手千

眼口口」(未 収)

7-550 zz7-1<21> 1 もしくは28日 の誤記?

7-550 zz7-1<22> 1 紙 背 右「口ロー百 枚□□」

(抹梢、未収)「千手経」(紙焼

では確認不可)

7-550～551 zz7・1<23> 1

7-551 zz7-1<24> 1

7-551 zz7-1<25> 1

7-551 zz7-1<26> 1 紙背 「十七貫六百廿一文」

7-552 zz7-1<27> 1

7-552 zz7-1<28> 1

7-552 zz7-1<29> 1

7・553～556 zz7画1<30>～<40> 1
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22-2-4 山部花(万 呂)写 経手実 天 平13.7.30作 成 千手経 手実 山部花万呂→福壽寺

写一切経所

22-2・5 丸部麻呂写経手実 天 平13.7.4作 成 千手経 手実 丸部麻呂→福壽寺写
一切経所

22.2-6 丸部石敷写経手実 天 平13.7.30作 成 千手経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

22-2-7 安曇広万呂写経手実 天 平13.7.30作 成 千手経 手実 安曇広万呂→福壽寺

写一切経所

22-2-8 漢浄万呂写経手実 天 平13。7.30作 成 千手経 手実 漢浄万呂→福壽寺写
一切経所

22-2-9 角恵麻呂写経手実 天 平13.7.30作 成 千手経 手実 角恵麻呂→福壽寺写
一切経所

22-2.10 杖部造子虫写経手実 天 平13.7.30作 成 千手経 手実 杖部造子虫→福壽寺

写一切経所

22-2-11 葛野安麻呂写経手実 天 平13.7.29作 成 千手経 手実 葛野安麻呂→福壽寺

写一切経所

22-2-12 杖部造子虫写経手実 天平13.8,30作 成 千手経 手実 杖部造子虫→福壽寺

写一切経所

22-2-13 志紀久比麻呂写経手実 天平13.8.29作 成 千手経 手実 志紀久比麻呂→福壽

寺写一切経所

22-2-14 古来小僧写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

22-2-15 角恵麻呂写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 角恵麻呂→福壽寺写
一切経所

22-2-16 史戸益人写経手実 天 平13.8.28作 成 千手経 手実 史戸益人→福壽寺写
一切経所

22-2-17 茨田久治麻呂写経手実 天 平13.8.8作 成 千手経 手実 茨田久治麻呂→福壽

寺写一切経所

22-2-18 丸部麻呂写経手実 天 平13.8。29作 成 千手経 手実 丸部麻呂→福壽寺写
一切経所

22・2-19 建部広足写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

22-2・20 六人部大島写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 六人部大島→福壽寺

写一切経所

22-2-21 雀部島足写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所

22-2-22 安曇広万呂写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 安曇広万呂→福壽寺

写一切経所

22-2-23 錦部君万呂写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 錦部成麻呂→福壽寺

写一切経所

22-2-24 忍坂成麻呂写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 忍坂成麻呂→福壽寺

写一切経所

22-2-25 辛国人成写経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 辛国人成→福壽寺写
一切経所

22-3 写千手経九月経師手実帳 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 福壽寺写一切経所
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7-553 zz7・1<30> 2 端裏 「十三年/九 月内経師

等手実案文」紙背 「写注維

摩経注文」(大 日古24-47)

天地逆で楽書もあり

7-553 zz7-1<31> 1 紙背右上 「十七」(?)(未

収)

7-553 zz7-1<32> 1

7-554 zz7-1<33> 1

7-554 zz7-1<34> 1

7-554～555 zz7-1<35> 1

7-555 zz7-1<36> 1

7・555 zz7-1<37> 1

7-555～556 zz7-1<38> 1

7-556 zz7-1<39> 1

7-556 zz7-1<40> 1

7-557～560 zz7-1<41>～<50> 1

7-557 zz7-1<41>～<43> 2 42・43紙 紙 背(24)

7-557～558 zz7-1〈44> 1 紙背 「壽壽寺窟一切/篇
窟窺一切経所解篤紙/
頼」(未収)

紙背右下天地逆 「廿一枚」

(未収)

7-558～559 zz7・1<45>～<46> 1

7-559 zz7-1<47> 1

7-559～560 zz7-1<48>～<49> 1

7-560 zz7-1<50> 1

24-145～146 zz7-1<1>裏 1 紙背天地逆で(22-1) 楽書あ り(未 収)

24-148～149 zz7-1<43>裏 ～<42>裏 1 紙 背(22-4-1)

7-577～588 zz7-2<1>～<25> 1 端裏 「自天平十三年十月七

日至十二月七日千手経々師

漬装校生手実書」

7・577～578 zz7・2<1> 1

7・578 zz7-2<2> 1
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22-3-1 九月写経巻紙数勘注 (天 平13.9) 千手経 集計注文 福壽寺写一切経所

22-3-2 志紀久比麻呂写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 志紀久比麻呂→福壽

寺写一切経所

22-3-3 古来小僧写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

22-3-4 鯨恵麻呂写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 鯨恵麻呂→福壽寺写
一切経所

22-3-5 葛野安麻呂写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 葛野安麻呂→福壽寺

写一切経所

22-3-6 雀部島足写経手実 天 平13,9.30作 成 千手経 手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所

22-3-7 漢浄万呂写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 漢浄麻呂→福壽寺写
一切経所

22-3-8 忍坂成麻呂写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 忍坂成麻呂→福壽寺

写一切経所

22-3-9 建部広足写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

22-3-10 丸部石敷写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

22-3-11 杖部子虫写経手実 天 平13.9.30作 成 千手経 手実 杖部子虫→福壽寺写
一切経所

22-4 写千手経装満校生手実帳 天 平13.7～9.30 千手経 手実 福壽寺写一切経所

22-4-1 自七月至九月装横校生巻紙数布

施勘注

(天 平13.7～9.30) 千手経 手実 福壽寺写一切経所

22-4-2 桑原足得校経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 桑原足得→福壽寺写
一切経所

22-4-3 戸令貴校経手実 天 平13。8.29作 成 千手経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

22・4-4 川原入成校経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 川原入成→福壽寺写
一切経所

22-4-5 大伴吉人校経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 大伴吉人→福壽寺写
一切経所

22-4-6 田辺正成校経手実 天 平13.8.29作 成 千手経 手実 田辺正成→福壽寺写
一切経所

23 福壽寺写一切経所解案 (天 平13.11.27以 前) 五月一 日経 布施申請 福 壽寺写一切経 所

(→皇后宮職)

24 校生勘出勘注 (天 平13.7.～

13.9.30の 問)

五月一 日経 勘出注文 福壽寺写一切経所

25 写千手経経師校生等手実帳 天 平13.(9.30)・

10.29～12.20

千手経 手実 福壽寺写一切経所

25-1 写千手経自十月至十二月布施勘

注

(天 平13.10.1～

12.7)

千手経 集計注文 福壽寺写一切経所

25-2 葛野安麻呂写経手実 天 平13。10.30作 成 千手経 手実 葛野安麻呂→福壽寺

写一切経所
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7・579 zz7-2<3> 1

7-579 zz7-2<4> 1 13年 の誤 り?

7-580 zz7-2<5> 1

7-580 zz7-2〈6> 1

7-581 zz7-2<7> 1

7・581 zz7-2<8> 1

7-581～582 zz7-2<9> 1

7-582 zz7-2<10> 1

7・582 zz7-2<11> 1 紙背に楽書 「六六六六六七

七五空一」

7-582～583 zz7-2<12> 1

7-583 zz7-2<13> 1

7-583 zz7-2<14> 1

7-583～584 zz7-2<15> 1

7-584 zz7-2〈16> 1

7-584～585 zz7-2<17> 1

7-585 zz7・2<18> 1

7-585 zz7-2<19> 1 次と同一紙

7-585～586 zz7-2<19> 1 前と同一紙

7-586 zz7-2<20> 1

7-586 zz7-2<21> 1

7-586 zz7-2<22> 1

7-587 zz7-2<23> 2 紙背(26)

7-587 zz7-2<24> 1

7-587～588 zz7・2<25> 1 十月から十二月分までの手

実
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25-3 建部広足写経手実 天 平13.10.29作 成 千手経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

25.4 丸部石敷写経手実 天 平14.11.13作 成 千手経 手実 丸部石敷→福壽寺写
一切経所

25-5 志紀久比末呂写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 志紀久比末呂→福壽

寺写一切経所

25-6 鯨恵麻呂写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 録恵麻呂→福壽寺写
一切経所

25-7 雀部島足写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 雀部島足→福壽寺写
一切経所

25-8 民長麻呂写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 民長麻呂→福壽寺写
一切経所

25-9 建部広足写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 建部広足→福壽寺写
一切経所

25-10 阿刀息入写経手実 天 平13,11。28作 成 千手経 手実 阿刀息人→福壽寺写
一切経所

25-1ユ 茨田久治麻(呂)写 経手実 天 平13。11.29作 成 千手経 手実 茨田久治麻呂→福壽

寺写一切経所

25-12 忍坂成麻呂写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 忍坂成麻呂→福壽寺

写一切経所

25一 ユ3 漢浄万呂写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 漢浄万呂→福壽寺写
一切経所

25-14 古来小僧写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 古来小僧→福壽寺写
一切経所

25-15 山部花万呂写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 山部花万呂→福壽寺

写一切経所

25-16 杖部子虫写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 杖部子虫→福壽寺写
一切経所

25-17 葛野安麻呂写経手実 天 平13.11.29作 成 千手経 手実 葛野安麻呂→福壽寺

写一切経所

25-18 戸令貴写経手実 天 平13。11.29作 成 千手経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

25-19 杖部子虫写経手実 天 平13.12.7作 成 千手経 手実 杖部子虫→福壽寺写
一切経所

25-20 春日家万呂写経手実 天 平13.12.7作 成 千手経 手実 春日家万呂→福壽寺

写一切経所

25-21 録恵麻呂写経手実 天 平13.12.5作 成 千手経 手実 録恵麻呂→福壽寺写
一切経所

25-22 阿刀息入写経手実 天 平13.12.6作 成 千手経 手実 阿刀息入→福壽寺写
一切経所

25-23 漢浄万呂写経手実 天平13.12.7作 成 千手経 手実 漢浄万呂→福壽寺写
一切経所

25-24 秦大床造紙布施勘注 (天平13.9～12の

間)

千手経 手実 秦大床→福壽寺写一

切経所

25-25 戸令貴校経手実 天平13。9.30作 成 千手経 手実 戸令貴→福壽寺写一

切経所

25-26 河原人成校経手実 天 平13.12.20作 成 千手経 手実 河原人成→福壽寺写
一切経所
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24・146 zz7-2<23>裏 1 紙 背(25-24)

2-307 zb16② 1 左端上部 に 「一□□事□

口」

2-308 zb30① 1 紙背右端下天地逆 「成」、

左端 「廣国」(未 収)

7-561～577 zz35-1<1>～<17> 2

7-195～197 zz35-1<12>裏 ～<11>裏 註
3

7-226～227 zz35-1<11>裏 ～<10>裏 2

誓
未収 zz35-1<9>裏 2

催

13年 の誤り?

7-229～230 zz35-1<9>裏
註
3

7-232～233 zz35-1<7>裏 2

誓
7-238～239 zz35-1<3>裏 2

讐
7-511～513 zz3・2<3>裏 ～<4>裏 2 紙背天地逆で 「福壽寺写

一切経所解案」(大 日古

8-64～66)

3紙 右下に付箋 「一ノニ」

7-501～503 zz28-3<17>～<18> 1 18紙 背右下天地逆 「宮僧正

口口口」
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26 福壽寺写一切経司啓案 (天平13.12以 前) 五月一 日経 経巻注文 福壽寺写一切経所→

27 福壽寺写一切経解案 天 平13.10.19作 成 ? 筆等申請 福壽寺写一切経所→

皇后宮職

28 装横所解 天平13.12.3作 成 千手経 ・五

月一 日経

装横上紙

数注文

装横所→福壽寺写一

切経所

29-1 写経充紙帳 天 平13.8.1～

14.4.29

千手経 ・五

月一 日経な

ど

充紙帳 福壽寺写一切経所

29-2 写経充紙注文 (天 平13.7.1～

8.29)

千手経 ・五

月一 日経

充紙注文 福壽寺写一切経所

29-3 写経充紙布施等勘注 天 平13.8.29作 成 千手経 ・五

月一 日経

充紙井布

施注文

福壽寺写一切経所

29-4 写一切経所解案 天平12.?.26作 成 千手経 経巻注文 福壽寺写一切経所→

皇后宮職

29-5 充本帳案 (天 平13.7～12.7) 千手経 ・五

月一 日経

充本帳 福壽寺写一切経所

29-6 充紙装漬帳案 (天 平13.9～12.) 千手経 充紙帳 福壽寺写一切経所

29-7 受充用紙勘注 (天 平13.)10.18

作 成

千手経 ・五

月一 日経

充紙注文 福壽寺写一切経所

30 写経行事布施勘注 天 平13.閏3～

14.11

五月一日経

・法花疏 ・

雑経

布施注文 福壽寺写一切経所

31 装潰等送紙帳 天 平13.閏3～

15.5.28

五月一日経 装横上紙

帳

金光明寺写経所?
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。
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の
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氏

の
検

討
成
果
を
も

と
に
論
じ

た
も

の
で
あ
り
、

さ
ら
に
は

本
目
録

作
成

の
過
程

で
小
倉
氏

か
ら
多

大
な
ご
教

示
を
得
た
。
よ

っ
て
本
来
な
ら

ば
小
倉

氏
と
連

名

に
し

て
発
表
す

べ
き
も

の
で
あ

る
が
、
諸
事

情

の
た

め
有
富

の
単
独
報

告
と

し
て
発
表

す
る
。
小
倉
氏

に
深
く
感
謝
し
た

い
。
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